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BJ サーバー連続印刷 ユーザーガイドについて 

BJ サーバー連続印刷ユーザーガイド(以下、本書)は、BJ サーバー連続印刷のサーバー側アプリケーション 、ク

ライアント PC 用アプリケーションの設定・メニューについて説明するものです。 

本書中の画面ダンプは一例です。実際の画面とは異なる場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

  本書の内容の全部または一部を無断で記載することを禁止します。 

  本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

  運用した結果の影響につきましては責任を負いかねますのでご了承ください。 
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I. 概要 

BJ サーバー連続印刷のアプリケーション概要について説明します。 
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1.  製品概要 

BJ サーバー連続印刷の製品内容について説明します。 

1. BJサーバー連続印刷について 

BJ サーバー連続印刷はサーバー用アプリケーションとクライアント用アプリケーションとで構成されます。 

■ サーバーPC 

BJ サーバー連続印刷 サーバー設定用のアプリケーションをインストールします。 

クライアントから依頼のあった図面の連続印刷を実行します。 

印刷の実行は、ベースとなる CAD が行います。事前にベース CAD のインストールが必要です。 

■ クライアント PC 

BJ サーバー連続印刷 クライアント用のアプリケーションをインストールします。 

BJ サーバー連続印刷 クライアント用のアプリケーションを実行し、連続印刷を行う図面の依頼を行い
ます。 

2. 環境の確認 

BJ サーバー連続印刷 サーバー設定用、クライアント用をご使用になる前に、Windows やネットワーク

環境などが正しく動作することを、あらかじめご確認ください 
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2.  動作環境 

BJ サーバー連続印刷の動作環境について説明します。 

1. サーバー設定用アプリケーション 

対応 OS  ： Windows11、Windows 10, Windows Server 2016 以上 

         

使用 CAD : 対応 OS がサポートする BricsCAD バージョン（pro 以上のグレード） 

 

 

2. クライアント用アプリケーション 

対応 OS ： Windows11、Windows10 

          連続印刷の実行は、サーバー用 PC にインストールされた CAD で行います。 

3. 共有フォルダ 

BJ サーバー連続印刷では、クライアントからサーバーに連続印刷を行う依頼を行います。 

この時、サーバーとクライアントで共有されているフォルダを使用します。 

そのためこの共有フォルダはサーバーPC、クライアント PC から常にアクセスできる状態である必要があり
ます。 

4. ライセンス 

BJ サーバー連続印刷では、クライアント用アプリケーションのご使用数のみライセンスが必要です。サー
バー用アプリケーションの実行ではライセンスチェックは行いません。 

ライセンスの種類 

スタンドアロンライセンス： 

 個々のクライアント PC でアクティベートを実施します。 

 アクティベート時にはインターネット接続が必要です。 

ネットワーク(Reprise)ライセンス： 

 ライセンスサーバーによるライセンス管理を行います。 

 クライアントからライセンスサーバーに接続してライセンスを取得します。 
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<<このページは白紙です。>> 
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II. サーバー設定用アプリケーション 

BJ サーバー連続印刷サーバー設定用アプリケーションのメニュー・設定について説明します。 
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1.  デスクトップアイコンとメニュー 

BJ サーバー連続印刷 アプリケーションのメニューと起動方法について説明します。 

1. デスクトップアイコン 

■ デスクトップアイコン 

 

 

2. プログラムメニュー 

[スタート] - [A] - [Alfatech] - [アルファテックランチャー] を選択します。 

アルファテックランチャーから各メニューを起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルファテック ランチャ  

Alfatech 
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管理ツール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BJ サーバー連続印刷サーバー 
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2.  サーバー用アプリケーション起動と設定 

BJ サーバー連続印刷の設定について説明します。 

1. アプリケーションの起動 

デスクトップのアイコンをダブルクリックして起動します。 

アルファテックランチャー、または Windows メニューの「BJ サーバー連続印刷 サーバー」を選択して起動
します。 

 

初回起動では、まだ各種設定が行われて

いません。 

そのためダイアログ内にエラーが表示されま

す。 

 

 

 

2. メニュー 

■ ファイル 

クライアントからの連続印刷の依頼を監視

します。また、ログのクリア、保存などを行い

ます。 

 

 

 

 

■ 設定 

BJ サーバー連続印刷 のサーバー側の設

定を行います。 
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3. システム設定ダイアログ 

[設定]-[システム設定]を選択します。システム設定ダイアログが表示します。 

システム設定にて、サーバー用アプリケーションの設定を行います。 

ダイアログの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム設定ダイアログ説明 

タブ名 説明 

全般 クライアントと共有するパス・設定を行います。 

CAD 連続印刷を実行する CAD を設定します。 

連続印刷のための実行フォルダ、その他の設定を行います。 

通知 メール通知の設定を行います。 

クライアントからの依頼などのメール通知が必要な場合、設定を行います。 

結果の自動削除 印刷結果を自動削除する最大容量、または経過日数の設定を行います。 

ログ 連続印刷依頼を監視しているサーバーログの自動作成が必要な場合、設

定を行います。 

呼出プログラム PDF 振り分けオプション(PDF 出力時、自動的に指定フォルダへファイルを振

り分ける処理)の有効/無効を設定します。 

タイマー呼出 .scr の処理完了後、一定時間経過後に呼び出す処理がある場合に設定

します。(拡張機能用) 

予約語 呼出プログラムの設定において、置換可能なマクロ文字列を確認できます。 

 

システム設定を行う前に、クライアントと共有するパスをご確認ください。 

必要に応じて仮想ドライブなどの割付を行ってください。 
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4. 全般タブ 

サーバーが監視を行う依頼フォルダを始めとする、各種フォルダの設定を行います。 

ダイアログの説明 (各種フォルダを C:\Users 以下に設定している例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

サーバー名 サーバーの名称です。任意に入力します。 

依頼フォルダ クライアント側からの依頼ファイルの作成先 

クライアント PC に書き込み許可のあるフォルダを指定します。 

処理中フォルダ 印刷処理中に依頼ファイルが使用するフォルダです。 

正常終了フォルダ 印刷が正常に終了したとき、「処理中フォルダ」からファイルが移動します。 

異常終了フォルダ 印刷が正常に終了していないとき、「処理中フォルダ」からファイルが移動しま

す。 

監視時間間隔 依頼フォルダに依頼ファイルが作成されていないかを監視する時間間隔を設

定します。(デフォルト：5)(秒単位) 

印刷待ち時間 前の印刷が完了し、次の依頼を実行するまでの待ち時間間隔を設定しま

す。(デフォルト：5)(秒単位) 

実行開始 .scr .xml のセットで実行を開始する 

 印刷用スクリプトファイル（.scr）と処理するファイルの数（.xml）を指示する

場合に選択します。 

.scr で実行を開始するの何れかを選択します。 

  印刷用スクリプトファイル（.scr）のみの場合のみ選択します。 

 

各項目に設定されたパスの参照ボタン[…]をクリックし、 

パスを指示します。 

イメージは“依頼フォルダ”を設定する例です。 

(ご注意） 

各フォルダ事前に共有設定を行ってください。 

クライアント側 PC のアカウントには書き込み権限が必要です。 



 

11 

5. CAD タブ 

連続印刷時に使用する CAD の指定を行います。 

ダイアログの説明 (BJ サーバー連続印刷と同じ OS にインストールされている CAD の exe を指定しま
す。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

CAD プログラム サーバーで連続印刷を実行する CAD プログラムを指定します。 

実行フォルダ 起動するプロセスの作業フォルダを指定します。（省略可） 

引数(%SCR%置換) 実行ファイルに引き渡す引数を設定します。%SCR% は実行されるスクリプ

トのパスで置換されます。 

終了待ちプロセス名 起動する実行ファイルと、実際の CAD のプログラムが異なる場合に、実際の 

CAD プログラムのファイル名を設定します。（省略可） 

(ACAD-DENKIなどのアドオンソフトを使用している場合などに設定します) 

終了待ち時間 CAD終了後の待ち時間を設定します。 

 

CAD プログラム横の参照ボタン[…]をクリックし、CAD の実行ファイルを選択します。 

 

選択後、[開く] をクリックします。 

設定が終わりましたら、[保存終了]を
クリックして保存します。 
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6. 通知タブ 

印刷が完了した際のメッセージ/メール通知の設定を行います。ここでの設定は任意です。 

ダイアログの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

※メール送信 メールを送信する条件を選択します。2 項目とも未チェックの場合、メールは

送信されません。 

エラー時：エラーが発生し CAD が終了しない場合に「送信先アドレス」にメー

ルが送信されます。 

印刷完了時：印刷完了後に「送信先アドレス」にメールが送信されます。 

SMTP サーバー メール送信サーバーを入力します。 

ポート番号 SMTP サーバーに指定したサーバー名のポート番号を入力します。 

送信先アドレス ※メール送信でチェックした項目のメールを送信するメールアドレスを入力しま

す。 

送信元アドレス 依頼者、または送信先アドレスに設定したメールアドレスに配信されるメール

に表示される発信元アドレスを入力します。 

※クライアントメッ

セージ 

メッセージメールを送信する条件を選択します。2 項目とも未チェックの場

合、メールは送信されません。 

エラー時：エラーが発生し CAD が終了しない場合に「送信先アドレス」にメー

ルが送信されます。 

印刷完了時：印刷完了後に「送信先アドレス」にメールが送信されます。 

通知依頼フォルダ メール・メッセージによる通知依頼を置くフォルダを指定します。 

通知終了フォルダ 通知依頼処理が完了した場合、依頼ファイルが移動されるフォルダを指定し

ます。 

■クライアントメッセージについて 

  クライアントメッセージは MSG.exe を使用して送信します。 

  サーバー/クライアント間メッセージを送信するためには、最低限以下の設定が必要です。 

  ・サーバーとクライアント端末が、同じ Workgroup もしくはドメインに参加している。 

  ・クライアント端末にて「ファイルとプリンタの共有」が有効である。 

※メールサーバー、ドメイン、ワークグループの設定につきましては、御社管理者様にご確認ください。 
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7. 結果の自動削除タブ 

正常終了フォルダ内のファイルの、自動削除の設定を行います。 

ダイアログの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

最大容量 チェック入力時、印刷終了後に各ディレクトリが指定した容量に達していれ

ば、古いファイルから順に削除します。 

最長経過日数 チェック入力時、印刷終了後に各ディレクトリから指定した日数以上経過し

たファイルを削除します。 
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8. ログタブ 

連続印刷依頼を監視しているサーバーのログを自動作成の設定を行います。 

(デフォルト：チェック OFF) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

ログを保存＆クリア

する 

チェック入力時、設定した時刻・保存フォルダ・ファイル名でログが保存されま

す。(時：0-23、分：0-59 を指定します) 

時刻 ログファイルを作成する時刻を設定します。 

保存フォルダ ログファイルの保存先を設定します。 

ファイル名 ログファイル名を入力します。同名ファイルがある場合、追記されます。 

最大ファイル数 チェック入力時、フォルダに保存するログファイル数の上限を指定します。 

上限に達した場合、古いファイルから順に削除します。 
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9. 呼出プログラムタブ 

PDF 振り分け設定(PDF 出力時、自動的に指定フォルダへファイルを振り分ける処理)の有効/無効を
切り替えます。 

(デフォルト：チェック OFF) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定箇所 設定値(デフォルト) 

プレ処理プログラム C:\Program Files\Alfatech\PS_pdf.exe 

引数 /C "%ProcessingPath%" "%RequestPath%" 

正常終了の 

ポスト処理プログラム 

C:\Program Files\ Alfatech \PS_pdf.exe 

引数 /S "%ScrName%" "%ProcessingPath%" "%NormalEndPath%" 

"%ErrorEndPath%" "%MailAddress%" "%ClientName%" "%DwgCount%" 

異常終了の 

ポスト処理プログラム 

C:\Program Files\ Alfatech \PS_pdf.exe 

引数 /F "%ScrName%" "%ProcessingPath%" "%NormalEndPath%" 

"%ErrorEndPath%" "%MailAddress%" "%ClientName%" 

※置換可能なマクロ文字列は、予約語タブにて確認可能です。 
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10. タイマー呼出タブ 

.scr の処理完了後、一定時間経過後に呼び出す処理がある場合に設定します。(拡張機能用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 予約語タブ 

呼出プログラムの設定において、置換可能なマクロ文字列を確認できます。 

実行フォルダ指定は、いずれかのフォルダパスが指定可能です。 

引数は、任意の組み合わせが可能です。 
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3.  BJ サーバー連続印刷の使用方法 

クライアント側の設定完了後、クライアント側からの印刷依頼により連続印刷が行えます。 

クライアント側の設定が未完了の場合、本書「Ⅲ.クライアント用アプリケーション」を参照し、設定を行ってくださ

い。 

 

1. BJ サーバー連続印刷を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 依頼フォルダの監視が開始します。 

  監視待ち時間が 0 になった状態で、依頼フォルダに依頼ファイルが存在すると、 

  CAD が起動し連続印刷が開始されます。 

 

 

3. [今すぐ監視] をクリックすると、待ち時間に関わらず、すぐに監視を開始します。 
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<<このページは白紙です。>> 
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III. クライアント用アプリケーション 

クライアント用アプリケーションのメニューについて説明します。 
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1.  デスクトップアイコンとメニュー 

BJ サーバー連続印刷 クライアント用アプリケーションのメニューと起動方法について説明します 

1. デスクトップアイコン 

■ デスクトップアイコン 

 

 

2. プログラムメニュー 

[スタート] - [すべてのアプリ] - [A] - [Alfatech] - [アルファテックランチャー] を選択します。 

アルファテックランチャーから各メニューを起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

アルファテックランチャー  

Alfatech 
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ユーティリティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理ツール 
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2.  クライアント用アプリケーション起動と設定 

BJ サーバー連続印刷の設定について説明します。 

1. アプリケーションの起動 

デスクトップのアイコンをダブルクリックして起動します。 

アルファテックランチャー、またはメニューの「BJ サーバー連続印刷 サーバー」を選択して起動します。 

初回起動では、まだ環境が作成されていません。 

メッセージが表示されます。 

[OK]をクリックします。 

 

BJ サーバー連続印刷が起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 印刷設定 

連続印刷をサーバーに依頼する為のフォルダの設定を行います。 

1.[設定]-[印刷設定]を選択しま
す。 
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2. 印刷設定ダイアログが起動しますので、
[参照]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

3. サーバー側で設定済みの依頼フォルダを指示し、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 印刷依頼フォルダにパスが表示されま
す。 

ユーザ設定は任意です。 

サーバーのシステム設定「通知」タブにて
設定が行われている場合のみ有効です。 

必要に応じて依頼者の通知メールアドレ
スを入力します。 

[OK]をクリックします。 
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3.  クライアント用アプリケーション 

クライアント用アプリケーションで連続印刷の依頼を行う方法について説明します。 

1. 印刷依頼 

実際に印刷を依頼する手順です。 

1. アイコンまたはスタートメニューから、BJ サーバー連続印刷を起動します。 

2. ファイル追加ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 印刷を行いたい図面を選択し、[開く]をクリックします。複数選択も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 図面名横の[PlotScriptTemplate]欄をドラッグし、選択します。 
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5. ダイアログ右側の[Plot Script]タブから、使用するスクリプトをダブルクリックします。 

図面に対して使用するスクリプトが割り付けられました。 

テンプレートの追加や修正は、サーバー側で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 引き続き挿入テンプレートを割り付ける場合、[InsertScriptTemplate]欄に、[Insert Script]のスクリ
プトを同様の手順で割り付けます。 

 

7. 印刷ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

8. 確認ダイアログが表示されますので[はい]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

9. サーバー側の依頼フォルダに依頼が送信されます。 

サーバー側の監視設定に基づいて、監視後に印刷が行われます。 

 

1 行目：依頼フォルダパス 

2 行目:scr パス 

3 行目：依頼フォルダパス 

4 行目：xml パス 
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2. 各種アイコンの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①終了ボタン：連続印刷ダイアログを閉じます。 

②印刷ボタン：ダイアログに表示されている順番で連続印刷処理を行います。 

印刷する順番を変更したい場合は、移動ボタンで順番を変更してください。 

③ファイル追加ボタン：印刷を行いたいファイルを追加するときに押します。 

④フォルダ追加ボタン：印刷を行いたいファイルを、フォルダ毎追加するときに押します。 

⑤除外ボタン：選択したファイルを印刷対象から除外するときに押します。 

⑥切り取りボタン：選択セル情報を切り取ります。 

⑦コピーボタン：選択セル情報をコピーします。 

⑧ペーストボタン：コピーまたは切り取りした情報を選択セルに貼り付けます。 

⑨⑩移動ボタン：印刷順番を変更します。 

⑪部数：印刷部数を指定します。 

⑫ソート：印刷部数が 2 以上の時に使用することができます。 

この機能が有効な場合(デフォルト)、用紙が出力される順番が通常の印刷時とは異なります。 

たとえば、1 ～ 3 ページまでを 2 部印刷すると、1 ～ 3 ページが順に印刷された後、さらに続けて 
1 ～ 3 ページが印刷されます。 このような順番で指定した部数分だけ印刷されます。 

⑬パスを表示：連続印刷対象のファイルのパスを表示します。

① ②③④ ⑤ ⑥⑦⑧   ⑨ ⑩           ⑪     ⑫     ⑬ 
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IV. プロットスクリプトテンプレート 

連続印刷で使用するプロットスクリプトテンプレートファイルの設定と作成について説明します。 
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1.  テンプレートフォルダの設定 

プロットスクリプトテンプレートファイルの作成先フォルダについて説明します。 

フォルダはサーバーとクライアントで共有されている必要があります。 

1. テンプレートフォルダの作成先について 

印刷用のスクリプトテンプレートの保存先は、サーバーとクライアントで同じ場所を指定します。 

2. サーバー側の設定 

1. アルファテックランチャーを起動します。[Alfatech]-[管理ツール]を選択し、[場所の確認と一括変更]
をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ユーザーアカウント制御が表示された場合、[はい]をクリックし、引き続き設定を行います。 

3. 場所の確認と一括変更ダイアログが表示されますので、[スクリプトテンプレートの作成先]に設定され
ているパスを確認します。 

 

ここで指定するフォルダはサーバーとクライ
アントで共有されている必要があります 

（ACAD-DENKI を使用されている時の  
パスの設定例） 
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3. クライアント側の設定 

1. アルファテックランチャーを起動します。[Alfatech]-[管理ツール]を選択し[場所の確認と一括変更]を
選択します。 

本例は、PC に図研アルファテックの他製品

をインストールしていない例です。 

ACAD-DENKI 等をインストールされ、既に
環境を共有されている場合は再設定する
必要はありません。 

 

 

 

2. ユーザーアカウント制御が表示された場合、[はい]をクリックし、引き続き設定を行います。 

3. 場所の確認と一括変更ダイアログが表示されます。 

[スクリプトテンプレートの作成先]のパス右側のフォルダアイコンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

4. [変更後の場所]右側にあるフォルダアイコンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

5. サーバー側手順で指定したフォルダを選択します。[OK]をクリックします。 

  例） 

  Z:¥\ACAD-DENKI2025\Documents 

 

6. 「場所を変更するだけで内容はコピーし
ない」が選択されていることを確認します。 

[OK]をクリックします。 
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2.  プロットスクリプトテンプレートの作成 

連続印刷に使用する印刷用スクリプトの作成方法をご案内します。 

1. 標準テンプレート 

標準テンプレートファイルとは、連続印刷を行う時に指定するファイルです。 

標準テンプレートには、CAD の印刷コマンドを行う為の基本的な記述がされています。 

連続印刷を実行すると、選択図面を開きながら記述内容を繰り返し実行します。 

 

標準テンプレートの表示例 

連続印刷を実行すると、図面に対して左の例のような処理を CAD に対して繰り返し実行します。 

（本スクリプトは一例です。ご使用の CAD に合せたスクリプト記述で作成してください。） 
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2. 標準テンプレートの作成 

1. プロットスクリプトテンプレート管理を起動します。 

 

[アルファテックランチャー] を起動し、 
[Alfatech]-[管理ツール]-[BJ サーバー連続
印刷サーバー]の[プロットスクリプトテンプレー
ト管理] を選択し[実行]をクリックします。 

2. [追加] ボタンをクリックします。 

3. プロットスクリプトテンプレート作成ダイアロ
グが表示します。 

テンプレート名を入力します。 

 

 

4. 印刷に使用する印刷デバイスと、用紙サイズを
設定します。 

 

5. その他の項目を設定します。  

 

6. 設定が終わりましたら、[OK] ボタンをクリックしま
す。 

 

 

 

 

 

7. 作成しテンプレートが追加されます。 

[閉じる]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリンタ名称 + 用紙サイズ + 方向 

などが、一般的に管理しやすい名称です。 



 

32 

3. 挿入テンプレートの作成 

挿入テンプレートファイルとは、連続印刷中に挿入するスクリプトを記述するファイルです。 

例えば、印刷中に指定画層をフリーズさせる内容を追記して、印刷中に処理を行う事ができます。 

1. プロットスクリプトテンプレート管理を起動します。 

 

[アルファテックランチャー] を起動し、
[Alfatech]-[管理ツール]-[BJ サー
バー連続印刷サーバー]の[プロットスク
リプトテンプレート管理] を選択し[実
行]をクリックします。 

 

 

 

 

 

2. [挿入用テンプレート] タブをクリックします。 

3. [追加] ボタンをクリックします。 

 

4. 挿入用テンプレート名を入力します。 

  イメージは HOJO という画層をフリーズする 

  テンプレート名の例です。 

 

5. 追加された挿入テンプレートを選択し、 

[編集] ボタンをクリックします。 
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6. メモ帳が表示されますので、 

印刷時に実行したいスクリプトを入力します。 

  イメージは一例です。 

 

 [-Layer]コマンドを使用して、HOJO 画層を
フリーズする記述例です。 

 

7. 保存して、メモ帳を終了します。 

 

4. 作成済みテンプレートの編集 

作成済みのテンプレートはメモ帳で編集を行います。 

1. プロットスクリプトテンプレート管理を起動します。 

 

[アルファテックランチャー] を起動し、
[Alfatech]-[管理ツール]-[BJ サーバー連
続印刷サーバー]の[プロットスクリプトテンプ
レート管理] を選択し[実行]をクリックしま
す。 

 

 

 

 

 

2. 編集を行いたいスクリプトを選択し、[編集] ボタンをクリックします。 

3. メモ帳が立ち上がりますので、変更したい箇所を編集します。 

  下記は用紙サイズを A4 から A3 に変更する例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ご注意)  

挿入用テンプレートに記述するスクリプト内容
は、CAD で正常にコマンドが実行されることを
必ず確認してください。 
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<<このページは、白紙です>> 
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V. PDF 振り分けオプション 

PDF 出力時の振り分けオプションに関して説明します。 
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1.  PDF 振り分けオプションの設定 

PDF 振り分け設定を有効とする場合に必要な設定について説明します。 

オプションの有効/無効の設定は、[設定]-[システム設定]の”呼出プログラム”タブにて行います。 

(デフォルト：チェック OFF) 

有効にすることで PDF 出力時、自動的にユーザー毎の指定フォルダへファイルを振り分けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. PS_pdf.iniの設定 

PDF 振り分け設定を有効とする場合、設定ファイル(PS_pdf.ini)にて「PDF 出力先」と「PDF 振り分けの
基点パス」を指定します。 

PS_pdf.ini をメモ帳もしくはエディタで編集してください。 

(PS_pdf.ini保存先パス) 

C\Program Files\Alfatech\PS_pdf.ini 

設定例： 

 

 

 

 

PDFPATH には、サーバーにて生成される PDF ファイルの保存先を指定してください。 

(サーバーのみが参照できるローカルフォルダで可) 

OUTPATH には、PDF 振り分け処理をするフォルダの基点となるフォルダを指定してください。 

各クライアントから参照できる共有フォルダの指定が必要です。 

 

[ENVIRONMENT] 

PDFPATH=C:\PS\PDF\PDFPATH 

OUTPATH=C:\PS\PDF\OUTPATH 
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2. PDF振り分けオプションの動作と仕様 

1) スクリプトの実行が正常終了した場合の処理 

<PDFPATH>に生成されている全ての.pdf ファイルを <OUTPATH>\<依頼者名>フォルダに移動し

ます。 

2) スクリプトの実行が異常終了した場合の処理 

<PDFPATH>に生成されている全ての.pdf ファイルを <OUTPATH>\<依頼者名>\FAIL フォルダに

移動します。 

3) スクリプトが何も実行されていない場合の処理 

<PDFPATH>に存在する全ての.pdf ファイルを <OUTPATH>\NOBODY フォルダに移動します。 

 

※FAIL、及び、NOBODY は固定名です。 

<依頼者名>は、クライアントの[設定]-[印刷設定]にて設定されている通知メールアドレスの”@”より

前の部分となります。 

設定例： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記設定の場合、”yamada”フォルダに振り分け処理がされます。 
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メールアドレスが設定されていない場合、依頼者名は”クライアントマシン名”となります。 
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